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質

疑

北
郷
幹
夫
議
員

　

防
災
備
蓄
倉
庫
の
設
置

場
所
は
ど
こ
で
す
か
。

　

ま
た
、
大
き
さ
は
ど
の

く
ら
い
で
す
か
。

根
本
環
境
防
災
課
長

　

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
東
側

駐
車
場
の
一
部
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

規
模
は
２
０
０
坪
の
倉

庫
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

防
災
備
蓄
倉
庫
の
設
置
場
所
は

防災備蓄倉庫建設が予定されるグラウンド東側駐車場

復
興
へ
の
取
り
組
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
た
な
視
点
や
可
能
性
を
探
れ

　

６
月
定
例
会
の
質
疑
で
は
、
復
興
の
取
り
組
み
な
ど
、
議
員
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
や
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

６月定例会

質疑

坂
本
紀
一
議
員

　

副
町
長
の
給
与
減
額
率

を
減
ら
す
と
同
時
に
町
長

の
給
与
削
減
率
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
理

由
と
は
何
で
す
か
。

遠
藤
町
長

　

特
別
職
報
酬
等
審
議
会

の
審
査
に
も
と
づ
く
も
の

で
、
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

副
町
長
は
元
県
職
員
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
給

与
を
相
対
的
に
整
え
た
も

の
で
す
。

町
長
給
与
の
減
額
率
も
減
ら
せ
な
い
の
か

小
磯
利
雄
議
員

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
例
規
集
が
載
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　

憲
法
は
じ
め
県
条
例
と

同
様
に
一
番
身
近
な
町
条

例
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
く
だ
さ
い
。

大
和
田
総
務
課
長

　

例
規
集
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
準
備
を
し

て
い
ま
す
。

　

し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ

さ
い
。

例
規
集
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
せ
よ町の行事やお知らせを掲載する町ホームページ

坂
本
紀
一
議
員

　

超
過
勤
務
は
あ
く
ま
で
、

管
理
者
に
命
令
権
が
あ
る

は
ず
で
す
。

　

３
月
の
当
初
予
算
で
計

上
し
て
、
ま
た
６
月
で
計

上
す
る
と
い
う
の
は
ど
う

い
う
見
方
を
す
れ
ば
い
い

の
で
す
か
。

大
和
田
総
務
課
長

　

超
過
勤
務
は
管
理
者
の

命
令
の
も
と
に
行
う
も
の

で
す
。

　

当
初
予
算
は
業
務
量
と

は
別
に
一
律
４
％
で
計
上

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
今
後
の
業
務

量
発
生
見
込
み
を
含
め
て

計
上
し
た
も
の
で
す
。

超
過
勤
務
手
当
の
あ
り
方
と
は

塩　

史
子
議
員

　

原
発
事
故
以
来
、
６
号

線
や
ふ
る
さ
と
農
道
の
交

通
量
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
農
道
と
北
迫

線
が
交
わ
る
部
分
の
道
路

整
備
の
た
め
、
震
災
後
、

地
権
者
と
交
渉
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

坂
本
建
設
課
長

　

震
災
後
に
交
渉
は
し
て

い
ま
せ
ん
。

　

全
体
的
な
道
路
環
境
整

備
の
あ
り
方
も
踏
ま
え

て
、
努
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

ふ
る
さ
と
農
道
の
整
備
に
努
め
よ

第２回臨時会 軽自動車税が上がります
　４月 11 日に第２回臨時会
を開きました。
　ここでは、税条例の改正の
専決処分や工事請負契約、補
正予算について、全会一致で
可決しました。

　なお、税条例の改正で軽自
動車税の税率が上がります。
　身近な軽自動車（４輪以上）
を取り上げた表は、下のとお
りです。

軽自動車税の税率表（一部）
課税年度

平成26年度

平成 27 年度 平成 28 年度

最初に車両番号指定を
受けた時期

平成 27 年
３月 31 日
以前

平成 27 年
４月１日
以降

平成 14 年
以前

平成15年～
平成 27 年
３月 31 日

平成 27 年
４月１日
以降

軽自動車
４輪
以上

乗　用
営業用

5500 円 5500 円 6900 円 8200 円 5500 円 6900 円

乗　用
自家用

7200 円 7200 円 10800 円 12900 円 7200 円 10800 円

貨物用
営業用

3000 円 3000 円 3800 円 4500 円 3000 円 3800 円

貨物用
自家用

4000 円 4000 円 5000 円 6000 円 4000 円 5000 円

その他に可決した議案

工事の名称　常磐線広野・木戸間久保田こ道

橋新設工事

施 行 場 所　下北迫字久保田地内

協定の年度　平成 26 年度

協定の金額　１億 7150 万円

協定の相手　東日本旅客鉄道株式会社

工事の名称（変更なし）
　苗代替地区造成宅地滑動崩落緊急対策工事
施行場所（変更なし）
　下北迫字苗代替地内
工事請負代金
　１億 843 万 350 円を
　１億 320 万 3450 円に変更
　（522 万 6900 円の減額）
　【理由】土を購入する必要がなくなったため
請負者（変更なし）
　横山・西武特定建設工事企業体


